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年
金
者
部
会
ニ
ュ
ー
ス

総
会
の
司
会
は
寺
田
事
務
局

長
が
行
い
、
は
じ
め
に
和
田
部

会
長
が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
挨

拶
で
和
田
氏
は
、
里
山
な
ど
自

然
が
壊
さ
れ
日
本
人
の
心
の
古

里
が
潰
さ
れ
る
政
策
が
今
も
続

い
て
い
る
こ
と
に
思
い
を
寄
せ

る
必
要
が
あ
る
。
今
一
つ
は
オ

バ
マ
大
統
領
の
プ
ラ
ハ
演
説
以

降
核
縮
小
の
方
向
に
大
き
く
世
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年金者組合滋賀県本部河崎氏が「消えた年金」問題で講演

界
が
変
化
し
た
が
諸
悪
の
根
源

は
日
米
で
あ
っ
た
の
か
と
思

う
。
従
業
員
組
合
の
定
期
大
会

に
参
加
し
た
が
１
０
３
回
と
言

う
期
間
は
感
無
量
で
あ
る
。
戦

列
に
関
わ
っ
た
私
た
ち
の
役
割

は
大
き
い
。

経
験
を
生
か
し
て
「
職
場
の

労
働
者
の
た
め
に
」
「
地
域
の

安
全
・
安
心
」
の
た
め
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
。

第
二
部

学
習
会

年
金
は
ど
う
な
る

年
金
者
部
会
総
会
終
了
後
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
年
金
問
題

の
学
習
会
が
河
崎
暢
夫
年
金
者

組
合
滋
賀
県
本
部
書
記
長
を
講

師
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
県
本
部
で
相
談

に
の
ら
れ
た
「
消
え
た
年
金
」

の
回
復
例
や
「
年
金
特
別
便
」

の
内
容
と
そ
の
後
の
見
直
し
な

ど
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
も

の
で
し
た
。

＜新年度役員＞

部 会 長：和田一郎

事務局長：寺田源吾

世 話 人：植木和美

倉見栄一・坂本幸男

田中紀美子・谷一明

古田雅二・三橋俊夫

月
８
日
地
銀
連
の
解
散
大

10
会
を
前
に
地
銀
連
の
呼
び
か
け

で
全
国
的
な
地
銀
労
働
者
の
Ｏ

Ｂ
会
組
織
と
し
て
「
ち
ぎ
ん
の

会
」
の
結
成
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
総
会
に
は

団
体
か
ら

11

余
名
が
出
席
さ
れ
、
滋
賀
か

50ら
は
和
田
一
郎
さ
ん
・
古
田
雅

二
さ
ん
・
寺
田
源
吾
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。
準
備
会
で
論
議

さ
れ
て
き
た
会
則
・
予
算
と
役

員
候
補
が
提
案
さ
れ
、
質
疑
・

討
論
の
後
、
満
場
の
拍
手
で
提

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
初
代

会
長
に
和
田
一
郎
さ
ん
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

選
出
さ
れ
た
役
員

会

長
：
和
田
一
郎(

滋
賀
）

副
会
長
：
小
原
福
雄(

岩
手
）

〃

：
小
野
昌
一
郎(

七
十
七)

事
務
局
長
：

八
戸
肇(

青
森
）

会
計
監
査
：

高
橋
律
雄(

泉
州)

「ちぎんの会」結成

月

日
午
後
３
時
よ
り
滋
賀
銀
行
従
業
員
組
合
・
年
金
者
部

10

17

会
の
総
会
が
ア
ー
ブ
し
が
（
青
年
会
館
）
で

名
（
会
員

名
）

28

18

が
参
加
し
開
催
さ
れ
、
経
過
報
告
と
新
年
度
の
取
組
、
会
計
報
告
、

役
員
改
選
な
ど
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
地
銀
連
の
Ｏ
Ｂ

会
で
あ
る
「
ち
ぎ
ん
の
会
」
へ
の
加
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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